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Department of Molecular Genetics 
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日時：2006 年 6 月 29 日（木） 17:00-18:30 

会場：筑波大学医学臨床講義室 A 

要旨： 
 柳沢正史先生は、エンドセリンの発見とその生理機能の解明で有名

な先生です。 

 近年はオーファン受容体の内因性リガンドの同定（いわゆる逆薬理

学"reverse pharmacology"）とReverse Geneticsを駆使して新規生理

活性ペプチドの同定とその機能解析を行い、つぎつぎと新たな生体内

情報伝達物質の生理的機能を解明されておられます。 

 当セミナーでは、新規生理活性ペプチドに関する最新の話題をお話

しいただけることと思います。 
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